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臨床研究に関する情報公開について 

 

当院では、下記の研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する方で、カルテ情報等の診療情報を研究目的に利用されることについて患者さ

んもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象とはしませんので、下記の問

い合わせ先にご連絡ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。また、研究の

詳細については、他の研究対象者等の第三者の個人情報や知的財産の保護に支障がない範囲内での開示

となります。 

 

研究課題名 
「日本各地の医療施設より分離された病原微生物の分子疫学的解析 / PVL陽性

型の皮膚感染症・横浜市サーベイランス研究」 

実施予定期間 研究実施許可日 ～ （西暦）2022年10月31日 

実施診療科 皮膚科 

研究の審査等 
臨床研究審査委員会審査日 2021年11月24日 

研究実施承認日 2021年11月24日 

対象となる方 
対象期間内に、けいゆう病院皮膚科において皮膚浅在性、深在性化膿性疾患の

診断、治療を受けた方 

対象期間 （西暦）2021年11月24日～（西暦）2022年10月31日 

主たる研究実施機関 東京薬科大学薬学部 臨床微生物学教室 

共同研究機関 
横浜市皮膚科医会 （共同研究者代表：会長 増田智栄子）       

参加施設：別添の横浜市内医療機関 当院含む 38 施設） 

当院の研究責任者 所 属 皮膚科 氏 名 河原 由恵 

研究の意義 

この研究は皮膚感染症由来の黄色ブドウ球菌ならびに臨床データを横浜市内の

医療機関から収集し、東京薬科大学薬学部臨床微生物学教室にて病原性解析を

行い、PVL 陽性株ならびに CA-MRSA（市中感染型メチシリン耐性黄色ブドウ

球菌）の市内における分布状況の把握と耐性菌研究に貢献することを目的とし

ています。この菌による皮膚感染症が難治、再発性である場合も知られており 

地域における広がり等把握することは重要と考えられています。 

研究の目的 将来の感染対策方法の確立のため 

研究の方法 

受診された医療機関の皮膚科医師が皮膚患部より採取した検体は東京薬科大学

に送られ、菌を分離して種類を調べます。提供された情報は個人を特定できな

いようにした上で別途番号を付与し東京薬科大学に送付され、同教室にて詳細

な解析を実施するとともに情報をデータベース化して解析いたします。 



けいゆう病院 臨床研究 

書式 6 R3-第 24 号 

多機関共同研究 202201 

 

研究に使用するもの 

①患部より採取した培養に供する検体 

②診療録から得られる情報 

年齢、性別、生年月日等の基本情報、病変部の部位・疾患名、再発の有無、１年

以内の入院歴等の疾患にかかわる情報。匿名化した上で使用します。 

診療情報等の他機関

への提供方法 

・採取検体は主研究機関へ送付します。 

・診療録から得る解析に必要なデータは、研究担当者がインターネット上の専

用システムに登録します。なお、データは匿名化したうえでセキュリティーの

かかったデータベース上で管理されます。 

結果の公表 
関連学会や学術論文等で発表予定ですが、個人を特定できる情報として公表さ

れることはありません。 

個人情報の保護 
対象者となる方の情報使用に関しては、個人を特定できる情報を削除して番号

（匿名化）を付けた上で研究責任者の責任のもと厳重に管理・保管します。 

研究の資金源 
本研究は東京薬科大学薬学部・臨床微生物学教室の研究費により実施されます。 

当院での実施にあたり、必要な費用はありません。 

利益相反 
本研究の実施にあたり、研究の透明性や公正性を損なうような利益相反はあり

ません。 

情報等の二次利用 

本研究で得られた情報は、本研究の目的以外には使用しません。 

本研究で得られた情報は、将来、本研究に関連する別の研究のために利用させ

ていただく可能性があります。その場合には、その計画について別途臨床研究

審査委員会の審査を受け、院長の承認を得た上で使用します。二次利用を希望

されない場合は、下記お問い合わせ先までご連絡ください。 

お問い合わせ 

一般財団法人神奈川県警友会 けいゆう病院 

電話 045-221-8181（代表） 内線 6237 

皮膚科 河原 由恵 
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別紙【研究組織】 

 

１ 研究代表者 

 横浜市皮膚科医会 会長 舛田 智栄子 

 

２ 共同研究者、研究実施施設 

所属 責任者 

あい皮膚科アレルギー科  池澤優子 

浅井皮膚科 浅井 俊弥 

あざみ野皮膚科 池田 祐輔 

いしわ内科皮フ科クリニック 石和 万美子 

いずみ野皮ふ科 増田 智栄子 

大沼皮フ科 大沼すみ 

神奈川県立こども医療センター 馬場 直子 

カネコクリニック 金子 佳世子 

けいゆう病院 河原 由恵 

済生会東部病院 渡辺 絵美 

さわだ皮ふ科 澤田 俊一 

シオン皮フ科クリニック 平松 正浩 

杉本皮膚科 河野 真純 

せや皮膚科クリニック 布施 恵理 

たいよう皮膚科 山本 晃三 

高橋皮フ科クリニック 高橋 泰英 

天王町皮フ科 中澤 かおり 

長津田皮膚科 谷口友則 

日本大通まま皮ふ科 福田 香織 

野村皮膚科 野村 有子 

神奈川はた皮膚科 畑 康樹 



けいゆう病院 臨床研究 

書式 6 R3-第 24 号 

多機関共同研究 202201 

 

ひかり在宅クリニック 今井 亜希子 

ひぎりやま皮ふ科 高橋 さなみ 

屏風浦皮フ科 岡澤 ひろみ 

ふくろ皮膚科クリニック 袋 秀平 

フタバ皮膚科 能登重光 

松村皮フ科 松村剛一 

まりこの皮膚科 本田まりこ 

山川皮ふ科 山川 有子 

横浜相鉄ビル皮膚科泌尿器科医院 江川 ゆり 

横浜西口菅原皮膚科 三上 万理子 

わたなべ皮膚科 渡邉 佳恵 

綱島診療所そう皮フ科 宋 寅傑 

山手すずらん皮膚科クリニック   

杉田駅前皮ふ科 小森 絢子 

杉田皮フ科クリニック 杉田 泰之 

川和皮ふ科 岩村 経子 

大倉山あかまつ皮フ科 赤松 まゆみ 

 

 

 

 


